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1　　「後拾遺和歌集」の「詞書」の語彙について

　
　
一

　
本
稿
は
、
第
四
勅
撰
集
で
あ
る
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
考
察
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
白
河
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、

　
　
白
河
朝
の
復
古
・
天
皇
中
心
主
義
を
背
景
に
、
三
代
集
に
な
ら
っ
て
編
纂
さ

　
　
（
1
）

　
　
れ
た

も
の
で
あ
り
、

　
　
総
じ
て
古
今
集
以
下
の
構
成
上
の
規
範
に
拠
る
点
が
多
い
こ
と
も
否
定
し
得

　
　
な
い
が
、
同
時
に
素
材
面
を
含
め
て
の
新
機
軸
に
よ
る
構
成
も
認
め
ざ
る
を

　
　
得
ず
、
旧
風
に
則
り
な
が
ら
も
、
併
せ
て
編
者
の
庶
幾
す
る
新
風
が
幅
広
く

　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
示
さ
れ
て
い
る

も
の
で
も
あ
る
。

　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
歌
風
・
構
成
・
詞
書
等
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
に
よ
り
、

叙
景
歌
の
変
質
、
雑
部
の
詞
書
の
長
文
化
傾
向
、
題
知
ら
ず
歌
、
「
心
を
詠
め
る
」

の
急
増
、
地
名
歌
の
増
大
、
暦
日
に
よ
る
和
歌
の
排
列
、
漢
詩
の
浸
透
等
に
関
す

　
（
3
）

る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
三
代

集
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
語
彙
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
特
色
の
一
端
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
と
り
方
に
つ
い
て
は
、
宮
島
達
夫

氏
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
。
以
下
、
『
語
い

表
』
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
認
定
基
準
を
、
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

（
4
）

い
た
。
ま
た
、
本
文
は
、
川
村
晃
生
氏
校
注
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
平
成
三
年
三

月
、
和
泉
書
院
。
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
）
に
よ
り
、

語
数
調
査
に
関
し
て
は
、
西
端
幸
雄
氏
編
『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
（
平
成
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

年
九
月
、
和
泉
書
院
）
の
学
恩
に
浴
し
た
。
な
お
、
以
下
、
語
数
に
関
し
て
は
、



2

特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
異
な
り
語
数
と
す
る
。

二
…
1

　
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
一
五
七
五
語
、
延
べ
語

数
で
九
〇
〇
四
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
五
・
七
二
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

値
を
、
か
つ
て
調
査
し
た
三
代
集
に
お
け
る
「
詞
書
」
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
す

べ
て
に
お
い
て
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
の
数
値
が
大
き
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
平
均

使
用
度
数
で
み
る
と
、
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
部
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
詞

書
・
左
注
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
し
と
略

称
す
る
）
に
お
け
る
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
四
四
、
五
・
四
九
、
四
・
〇
四
と

な
り
、
「
後
身
詞
書
」
に
比
較
的
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
（
1
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

各
歌
集
に
お
け
る
前
表
と
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
B
／
A
、
C
／
A
の
値
は
、
他
の
「
詞
書
」

に
お
け
る
同
様
な
数
値
よ
り
も
相
当
高
く
、
こ
れ
か
ら
も
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語

彙
の
豊
富
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
先
学
が
説
か
れ
る
「
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

拾
遺
和
歌
集
」
の
軸
部
に
お
け
る
詞
書
の
長
文
化
傾
向
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に

お
け
る
一
般
的
傾
向
で
あ
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

2

　
次
に
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
語
を
も
っ
て
、
そ
の
作
品
の
基
幹
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
慎

重
な
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の

表（1）

作　品　名 歌　　　数（A） 異なり語数（B） 延べ語数（C） B／A C／A

古今詞書 1，111 882 3，918 0．79 3．53

後撰詞書 1，425 1，276 7，002 0．90 4．91

拾遺詞書 1，351 1，287 5，202 0．95 3．85

後拾遺詞書 1，218 1，575 9，004 L29 7．39

使
用
度
数
を
持
つ
語
を
も
っ
て
、
仮
に
基
幹

語
と
す
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
す
る
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」

の
基
幹
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
一
八
七
語
、

延
べ
語
数
で
六
〇
七
一
語
と
な
る
。
こ
の
延

べ
語
数
六
〇
七
一
語
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」

の
延
べ
語
数
九
〇
〇
四
語
の
六
七
・
四
三
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
、
西
田
直

敏
氏
が
調
査
さ
れ
た
「
平
家
物
語
」
の
基
幹

語
彙
に
お
け
る
同
様
な
数
値
七
六
・
四
パ
ー

　
（
9
）

セ
ン
ト
、
大
野
飯
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時

代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以
下
、

「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
同
様
な
数
値
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
は
、
か

な
り
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
筆
者
が
か
つ
て

調
査
し
た
「
千
載
和
歌
集
」
「
新
古
今
和
歌

集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
略
称
す

　
　
　
　
（
1
1
）

る
）
の
語
彙
や
、
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞

書
」
の
語
彙
に
お
け
る
同
様
な
数
値
七
一
・

五
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
一
・
一
九
パ
ー
セ
ン

ト
、
七
一
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
七
・
一



「後拾遺和歌集」の「詞書」の語彙について3

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
比
較
的
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一

八
七
語
を
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
す
る
こ
と
に
は
、
あ
る
程
度
の
妥
当

性
が
あ
る
と
考
え
、
以
下
の
基
幹
語
彙
に
関
す
る
考
察
に
使
用
し
た
。
な
お
、
資

料
と
し
て
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
を
頻
度
順
に
示
し
た
の
で
、
参
照
願
い

た
い
。

三
1
1

　
次
に
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
和

文
基
本
語
彙
」
と
を
比
較
し
、
い
さ
さ
か
考
察
を
加
え
た
い
。

　
表
（
2
）
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
の
語

彙
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
累
積
使
用
率
に
よ
り
十
段
階
に
分
け
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の

基
幹
語
彙
と
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
関
す
る
部
分
を
抜
き
出
し
、
前
者
を
基

準
に
し
て
、
段
階
別
に
そ
の
所
属
語
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
は
、
そ
の
累
積
使
用
率
か
ら
し
て
、
表
（
2
）
の
よ

う
に
七
段
階
の
一
部
ま
で
と
な
る
が
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
の
方
は
、
考
察

の
都
合
上
、
八
段
階
の
一
部
ま
で
示
し
た
。
な
お
、
表
（
2
）
中
の
「
非
共
通
語
」

と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
に
そ
の
使
用
例
が
存
し
な
い
と
い
う
意
味
で

は
な
い
こ
と
を
一
言
つ
け
加
え
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
ど
の
程
度
の
所
属
段
階
差
が
あ
る
語
を
も
っ
て
特
異
な
使
用
語
と

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
同
様
な
調
査
を

行
っ
た
拙
稿
と
の
関
係
か
ら
、
一
応
、
上
、
下
下
二
段
階
以
上
の
差
が
あ
る
も
の

表（2）

「平安和文基本語彙」での段階
非共通語段　階 共通語数

1 2　　　3 4 5 6 7 8

1 2 0 1 0 0 1 0 0 0 O

2 6 2 0 1 0 2 0 1 0 0

3 9 0 2 1 3 1 1 0 1 1

4 16 2 2 2 3 3 2 1 1 1

5 30 1 4 2 4 10 4 3 2 3

6 50 0 1 3 5 12 8 13 8 9

7 42 1 0 2 3 7 12 13 4 18

計 155 6 10 11 18 36 27 31 16 32



4

を
も
っ
て
特
異
な
使
用
語
と
す
る
。

　
前
述
の
よ
う
な
条
件
を
も
と
に
す
る
と
、
表
（
2
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
特

異
な
使
用
語
は
、
①
段
階
一
語
、
②
段
階
三
語
、
③
段
階
三
語
、
④
段
階
八
語
、

⑤
段
階
一
二
語
、
⑥
段
階
一
七
語
、
⑦
段
階
一
三
語
の
、
計
五
七
語
と
な
る
。

　
以
下
、
具
体
的
に
そ
れ
ら
を
示
す
と
、

　
1
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
も
と
（
元
・
本
・
下
）
」
「
を
ん
な

　
　
（
女
）
」
「
い
へ
（
家
）
」
「
こ
ろ
（
頃
）
」
「
ま
か
る
（
罷
ご
「
あ
そ
ん
（
朝

　
　
臣
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
か
へ
し
（
返
）
」
「
さ
き
（
先
・
前
）
」
「
う
ち
（
宇
治
、

　
　
地
名
）
」
「
お
こ
す
（
遣
）
」
「
か
へ
り
ご
と
（
返
言
）
」
「
く
だ
る
（
下
）
」
「
び

　
　
や
う
ぶ
（
屏
風
）
」
「
あ
し
た
（
朝
）
」
「
さ
つ
き
（
五
月
）
」
「
つ
と
め
て
（
早

　
　
朝
）
」
「
な
く
な
る
（
無
）
」
「
な
ぬ
か
（
七
日
目
」
「
に
ふ
だ
う
（
入
道
）
」
「
は

　
　
づ
き
（
八
月
）
」
「
ふ
み
つ
き
（
七
月
ご
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
二
四
語
）

　
1
1
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
「
あ
り
（
有
）
」
「
こ
と
（
事
）
」
「
な
る
（
成
）
」
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
う
ち

　
　
（
内
・
内
裏
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
こ
の
（
此
）
」
「
な
し

　
　
（
無
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
み
や
（
宮
）
」
「
い
つ
（
出
）
」
「
か
く
（
斯
）
」
「
か

　
　
た
（
方
）
」
「
そ
の
（
其
）
」
「
つ
く
（
付
・
着
、
下
二
段
）
」
「
な
か
（
中
・

　
　
仲
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
よ
（
世
）
」
「
わ
た
る
（
渡
）
」
「
い
か
が
（
如
何
）
」

　
　
「
い
と
（
甚
）
」
「
い
ま
（
今
）
」
「
け
ふ
（
今
日
）
」
「
こ
（
子
）
」
「
す
ぐ

　
　
（
過
）
」
「
と
う
ぐ
う
（
東
宮
）
」
「
と
し
ご
ろ
（
年
頃
）
」
「
な
く
（
鳴
、
四

　
　
段
ご
「
に
ょ
う
ご
（
女
御
）
」
「
み
ゆ
（
見
）
」
「
む
か
し
（
昔
）
」
「
ゐ
ん

　
　
（
院
）
」

の
よ
う
に
な
る
。

　
以
下
、
1
、
1
1
の
順
に
具
体
的
に
考
察
を
加
え
る
。

2

（
以
上
、
三
三
語
）

　
ま
ず
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
に
つ
い
て
ふ

れ
る
。

　
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
前
掲
の
二
四
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
、
か
つ
て
調

査
し
た
「
詞
花
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
詞
花
詞
書
」
と
略
称
す
る
）

　
（
1
2
）

の
語
彙
や
、
「
二
品
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙

に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
全
作
品
と
共
通
す
る
「
つ
か
は
す
」

「
ま
か
る
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
多
く
は
他
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
他
の

「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
共
通
し
な
い
も
の
は
、
「
こ
ろ
」
「
う
ち
」

「
さ
つ
き
」
「
つ
と
め
て
」
「
ふ
み
つ
き
」
の
、
わ
ず
か
五
語
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

五
語
を
み
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
す
べ
て
が
時
・
場
所
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
詞
書
」
の
持
つ
一
般
的
な
性
格
が
よ
く
表
れ
て

い
る
と
同
時
に
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
特
徴
が
う
か
が
え
そ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
語
群
に
お
い
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
は
、

「
さ
き
」
「
こ
ろ
」
が
あ
ろ
う
が
、
以
下
、
こ
の
二
語
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
ふ
れ

る
。　

「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
さ
き
」
の
使
用
度
数
は
四
七
で
あ
る
が
、
う
ち

四
四
例
が
、
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例
1
　
宇
治
前
太
政
大
臣
花
み
に
な
む
、
と
き
き
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
＝
三

　
例
2
　
関
白
前
大
ま
う
ち
ぎ
み
い
へ
に
て
、
か
つ
ま
た
の
い
け
を
よ
み
侍
り
け

　
　
　
　
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
五
三
）

の
よ
う
な
、
人
物
に
関
す
る
使
用
例
で
あ
る
。
こ
の
四
四
例
の
「
さ
き
」
が
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

さ
れ
て
い
る
和
歌
（
四
一
首
）
の
卜
者
を
、
上
野
理
氏
が
な
さ
れ
た
時
代
区
分
に

よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、
血
染
衛
門
・
伊
勢
大
輔
・
公
任
・
相
模
・
能
因
・
頼

宗
等
、
そ
の
多
く
が
第
二
期
・
第
三
期
の
歌
人
で
あ
り
、
第
四
期
の
歌
人
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
顕
房
・
俊
房
等
、
数
人
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
第
二
期
・
第
三
期
を
重
視
し
た
撰
者
通
俊
の
撰
歌
態
度

が
、
結
果
的
に
「
詞
書
」
で
「
宇
治
前
太
政
大
臣
」
「
関
白
前
左
大
臣
」
「
関
白
前

太
政
大
臣
」
「
前
伊
勢
守
義
孝
」
「
前
蔵
人
」
「
前
斎
院
」
「
前
僧
正
明
尊
」
「
前
中

宮
」
「
二
条
前
太
政
大
臣
」
「
入
道
前
太
政
大
臣
」
「
六
条
前
斎
院
」
の
よ
う
な
人

物
表
記
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
「
さ
き
」
の
頻
用
に
結
び
つ
い
た
と

　
　
　
　
（
1
6
）

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
う
ち
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
多
く
が
「
宇
治
前
太
政
大

臣
」
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
撰
者
通
俊
の
撰
歌
態
度
の
結
果
と
考
え
ら

れ
る
。

　
次
に
、
「
こ
ろ
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
表
（
3
）
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
と
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞
書
」
と
に
使
用
さ
・

れ
た
「
こ
ろ
」
お
よ
び
「
と
き
」
の
使
用
度
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
3
）
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ろ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

頻
用
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ろ
」
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
差
は
、
単
に
撰
集
資
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
と
し
て
は
片
づ
け
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
ろ
」
の
使
用
実
態
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
と
き
」
と
比
較
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
穫
拾
遺
詞
書
し
に
お
い

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、

　
例
3
　
一
条
院
御
時
、
殿
上
人
は
る
の
う
た
と
て
こ
ひ
は
べ
り
け
れ
ば
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

の
よ
う
な
「
遺
時
」
の
用
例
を
除
い
た
「
と
き
」
の
使
用
度
数
は
五
七
と
な
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

こ
れ
ら
の
用
例
を
、
よ
り
詳
し
く
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
、

　
例
4
　
冷
泉
院
春
宮
と
申
し
け
る
時
、
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
八
）

　
例
5
　
通
宗
朝
臣
の
と
の
か
み
に
て
は
べ
り
け
る
と
き
、
…
　
　
（
一
一
二
）

の
よ
う
な
類
型
化
し
た
表
現
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

「
こ
ろ
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
使
用
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
が
、
「
と
き
」
の

例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
人
物
ヲ
…
（
地
位
・
身
分
）
…
ト
イ
ウ
時
」
「
人
物
ガ

…
（
地
位
・
身
分
）
…
デ
ア
ル
時
」
の
よ
う
な
例
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

　
例
6
　
大
江
公
資
相
模
の
守
に
は
べ
り
け
る
と
き
…
、
遠
江
守
に
て
は
べ
り
け

　
　
　
　
る
こ
ろ
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
一
五
）

　
例
7
　
橘
則
長
ち
ち
の
み
ち
の
く
に
の
か
み
に
て
は
べ
り
け
る
こ
ろ
、
－

こ　ろ と　き

古今詞書 2 147

後撰詞書 31 59

拾遺詞書 23　9 150

後拾遺詞書 73 100

詞花詞書 21 42

千載詞書 27 382

新古今詞書 53 241



6

（
九
五
四
）

の
よ
う
な
例
が
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
記
上
の
偏
り
が
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
特
有
な
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
を
探
る
た
め
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ろ
」
と
「
と
き
」
の
使
用
度
数
は
、
表
（
3
）
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
例
3
の
よ
う
な
使
用
例
を
除
い

た
場
合
、
「
と
き
」
の
使
用
度
数
は
六
八
と
な
る
。

　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
例
4
・
例
5
の
よ
う
な
場
合
は
、
「
拾
遺
詞
書
」

に
お
い
て
も
同
様
に
「
と
き
」
が
使
用
さ
れ
、
例
外
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
例
は
、
「
と
き
」
の
全
用
例
六
八
例
の
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
二
一
例
に
過
ぎ
ず
、
他
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
例
8
　
承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
給
け
る
時
の
屏
風
に
　
　
　
　
　
　
（
四
七
）

　
例
9
　
天
暦
御
時
前
栽
の
え
ん
せ
さ
せ
聴
け
る
時
　
　
　
　
　
　
（
二
九
四
）

の
よ
う
な
「
時
」
を
限
定
し
た
場
面
で
の
使
用
例
が
多
い
も
の
の
、
「
こ
ろ
」
を

使
用
す
る
こ
と
も
可
能
な
例
も
存
す
る
。
な
お
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ

ろ
」
の
用
法
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
と
大
差
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」
で
の
「
と
き
」
の
比
較
的

自
由
な
使
用
と
異
な
り
、
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
撰
者
通
俊
は
、
例
4
・
例
5
の

よ
う
な
類
型
化
し
た
表
現
で
は
、
原
則
的
に
「
と
き
」
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
で

は
、
限
定
的
な
「
時
」
を
示
す
「
と
き
」
の
使
用
が
可
能
で
あ
ろ
う
「
詞
書
」
の

場
合
で
も
、
漠
然
と
「
時
」
を
表
す
「
こ
ろ
」
を
使
用
す
る
と
い
う
、
書
式
の
統

　
　
（
⑳
〉

一
・
整
備
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
撰
集
意
識
が
、
結

果
的
に
「
こ
ろ
」
を
頻
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

3

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
前
述
の
三
三
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
、

か
つ
て
調
査
し
た
「
詞
書
」
の
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
と

は
一
九
語
、
「
後
撰
詞
書
」
と
は
二
四
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
は
一
八
語
、
「
詞
花

詞
書
」
と
は
二
二
語
、
「
千
載
詞
書
」
と
は
一
七
語
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
は
一
七

語
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
六
作
品
と
共
通
す
る
「
あ

り
」
「
な
る
」
「
も
の
」
「
お
も
ふ
」
「
な
し
」
、
五
作
品
と
共
通
す
る
「
こ
と
」
「
う

へ
」
「
こ
の
」
「
ほ
ど
」
「
み
や
」
「
そ
の
」
「
み
ゆ
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
他
作
品
と
共
通
し
て
お
り
、
共
通
し
な
い
も
の
は
、
「
け
ふ
」
「
す
ぐ
」

「
に
ょ
う
ご
」
の
、
わ
ず
か
三
語
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
表
（
4
）
は
、
各
「
詞
書
」
で
の
「
け
ふ
」
「
す
ぐ
」
「
に
ょ
う
ご
」
の
使
用
度
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
「
け
ふ
」
「
す
ぐ
」
に
関
し
て
は
、
「
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

拾
遺
詞
書
」
以
外
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
は
基
幹
語
彙
に
も
な
ら
な
い
程
使
用
度

数
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
の
多

さ
が
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
わ
か
る
。

　
以
下
、
「
け
ふ
」
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
ふ
れ
る
。

　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
け
ふ
」
の
使
用
度
数
は
、
表
（
4
）
で
わ
か
る
よ

う
に
一
〇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
け
ふ
」
の
中
に
は
、
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例
1
0
　
ひ
ご
ろ
け
ふ
と
た
の
め
た
り
け
る
人
の
、
さ
も
あ
る
ま
じ
げ
に
み
え
侍

　
　
　
　
け
れ
ば
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
よ
う
な
使
用
例
も
あ
る
も
の
の
、
他
は
、

例
1
1
　
正
月
七
日
卯
日
に
あ
た
り
て
は
べ
り
け
る
に
、
け
ふ
は
う
つ
ゑ
つ
き
て

　
　
　
　
や
、
な
ど
通
宗
朝
臣
の
も
と
よ
り
い
ひ
に
お
こ
せ
て
は
べ
り
け
れ
ば
よ

　
　
　
　
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
）

の
よ
う
な
会
話
（
書
簡
・
心
々
を
含
む
）
中
で
の
用
例
で
あ
り
、
一
般
的
に
長
文

の
「
詞
書
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
の

　
　
　
（

　
　
　
表

　
と
こ
ろ
で
、

苗
氏
は
、

け　ふ す　ぐ にょうご

古今詞書 1 2 0

後撰詞書 1 1 3

拾遺詞書 0 0 10

後拾遺詞書 10 9 9

金葉詞書 0 1 3

詞花詞書 1 0 2

千載詞書 1 4 1

新古今詞書 1 4 16

「
後
拾
遺
和
歌
集
」
に
お
け
る
長
文
の
詞
書
に
つ
い
て
、
武
田
早

　
　
長
文
の
詞
書
が
増
加
す
る
の
は
、
単
に
資
料
的
な
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後

　
　
拾
遺
集
の
側
に
和
歌
の
詠
ま
れ
た
事
情
や
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

　
　
も
幅
広
く
と
ど
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
介
在
し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
と

　
　
（
2
3
）

　
　
思
う

と
さ
れ
て
い
る
が
、
武
田
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
撰
者
通
俊
の
意
識
が
、
結
果
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

に
「
け
ふ
」
の
頻
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
を

み
て
き
た
。
こ
こ
に
は
、
「
あ
り
」
「
な
し
」
「
も
の
」
「
こ
と
」
「
な
る
」
「
こ
の
」

「
そ
の
」
等
、
簡
潔
性
と
具
体
性
と
を
重
視
す
る
「
詞
書
」
の
性
格
と
は
対
極
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
語
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
多
数
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

4

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
群
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ

と
に
す
る
。

　
表
（
2
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
三
二
語
で
あ
る
。

便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、
こ
の
三
二
語
を
分
類
す
る
と
、

　
1
　
和
歌
関
係

　
　
「
い
ひ
お
こ
す
（
言
遣
）
」
「
い
ひ
つ
か
は
す
（
言
遣
）
」
「
う
た
あ
は
せ
（
歌

　
　
合
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
）
」
「
だ
い
（
題
）
」
「
む
す
び
つ
く
（
結
付
）
」

　
1
1
　
時
・
時
間

　
　
「
え
い
し
ょ
う
（
永
承
、
年
号
）
」
「
に
ね
ん
（
二
年
）
」
「
ね
（
子
）
」
「
は
じ
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め
て
（
始
）
」
「
よ
ね
ん
（
四
年
）
」

皿
　
人
物

　
　
「
い
ち
で
う
み
ん
二
条
院
）
」
「
う
だ
い
じ
ん
（
右
大
臣
）
」
「
こ
れ
い
ぜ
い

　
　
ゐ
ん
（
後
冷
泉
院
）
」
「
さ
だ
よ
り
（
定
頼
）
」
。
「
じ
ゃ
う
と
う
も
ん
ゐ
ん
（
上

　
東
門
院
）
」
「
だ
い
じ
ゃ
う
だ
い
じ
ん
（
太
政
大
臣
）
」
「
ち
ぢ
（
父
）
」

鐸
　
場
・
場
面

　
　
「
か
れ
が
れ
（
離
離
）
」
「
だ
い
り
（
内
裏
）
」
「
つ
く
し
（
筑
紫
）
」
「
は
な
み

　
　
（
花
見
）
」
「
み
ち
の
く
に
（
陸
奥
国
）
」
「
や
ま
で
ら
（
山
寺
）
」
「
み
な
か

　
　
（
田
舎
）
」

　
V
　
そ
の
他

　
　
「
い
た
し
（
甚
・
痛
）
」
「
お
と
つ
る
（
訪
・
問
）
」
「
た
の
む
（
頼
、
下
二

　
　
段
ご
「
ま
う
で
く
（
詣
来
）
」
「
ま
か
り
く
だ
る
（
罷
下
）
」
「
も
て
あ
そ
ぶ

　
　
（
弄
）
」
「
を
さ
な
し
（
幼
）
」

の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
分
類
お
よ
び
所
属
語
か
ら
、
こ
こ
に
所
属
す
る
語
の
多
く
が
和
歌
に
関
す

る
も
の
と
、
「
詞
書
」
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
時
・
人
・
所
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
群
に
は
、
他

の
「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
共
通
す
る
も
の
と
、
共
通
し
な
い
も
の
と

が
あ
る
が
、
以
下
、
共
通
し
な
い
語
を
中
心
に
、
い
さ
さ
か
述
べ
た
い
。

　
表
（
5
）
は
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
「
後
拾
遺
詞
書
」
の

基
幹
語
彙
の
う
ち
、
「
金
葉
和
歌
集
」
を
除
く
他
の
六
作
品
の
「
詞
書
」
の
基
幹

表（5）

古　今 後　撰 拾　遺 後拾遺 金　葉 詞　花 千　載 新古今

いちでうゐん 0 0 0 9 5 2 6 1

えいしよう 0 0 0 16 2 1 1 3

おとつる 0 4 1 10 9 2 2 4

かれがれ 0 0 0 11 6 ！ 1 1

これいぜいゐん 0 0 0 18 8 2 3 6

さだより 0 0 0 11 0 0 1 0

ちぢ 3 3 1 14 1 1 2 1

むすびつく 1 1 1 10 4 0 2 3

もてあそぶ 0 0 1 10 7 0 0 1

ゐなか 0 1 3 11 0 0 0 1

をさなし 0 0 1 9 0 0 　「
O　　　5



9　「後拾遺和歌集」の「詞書」の語彙について

語
彙
と
は
な
ら
な
い
一
一
語
と
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ
い
て
は

未
調
査
で
あ
る
の
で
、
注
（
1
7
）
の
総
索
引
に
よ
り
数
え
た
数
値
を
参
考
に
示
し
た
。

　
表
（
5
）
に
示
し
た
一
一
語
は
、
三
代
集
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い

な
い
も
の
と
、
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
に
、
大
き
く
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
と
し
て
は
、
「
い
ち
で
う
み
ん
」
「
え
い
し
ょ
う
」
「
こ
れ
い
ぜ
い
ゐ
ん
」
「
さ

だ
よ
り
」
「
か
れ
が
れ
」
の
五
語
が
あ
る
が
、
う
ち
、
「
か
れ
が
れ
」
を
除
く
四
語

は
、
時
代
や
撰
集
資
料
の
関
係
で
、
三
代
集
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
は
使
用
さ
れ

得
な
い
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
者
の
う
ち
、
前
後
の
「
詞
書
」
で

の
使
用
度
数
と
の
関
係
で
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
特
に
そ
の
度
数
が
注
目

に
値
す
る
語
と
し
て
は
、
「
ち
ぢ
」
「
む
す
び
つ
く
」
「
み
な
か
」
「
を
さ
な
し
」
が

あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
「
ち
ぢ
」
「
む
す
び
つ
く
」
「
を
さ
な
し
」
と
、
前
者
で
指
摘

し
た
「
か
れ
が
れ
」
に
つ
い
て
は
、
三
1
3
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
記
述
に
気
を
配
る
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
の
結
果
の
頻

用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
他
に
、
こ
の
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
群
に
お
い

て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
語
と
し
て
、
「
つ
く
し
」
「
は
な
み
」
の
二
語
を
指

摘
し
た
い
。

　
表
（
6
）
は
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
「
つ
く
し
」
「
は
な
み
」
の
使
用
度
数
を

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
6
）
に
よ
れ
ば
、
「
つ
く
し
」
は
「
拾
遺
詞
書
」

の
、
「
は
な
み
」
は
「
詞
花
詞
書
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
基
幹
語
と
は
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
ど
ち
ら
も
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
、
特
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
久
保
田
高
曇
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
表
れ
た
「
自
覚
的
な
花
見
」

に
つ
い
て
、

　
　
花
見
と
い
う
行
為
が
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
受
動
的
に
で
は
な
く
、

　
　
能
動
的
、
積
極
的
に
自
然
に
働
き
か
け
、
こ
れ
に
耽
溺
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
心
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
、
「
は
な
み
」
と
い
う
語
の
増
加
を
、
叙
景
歌
の
変
質
と
い
う
観
点
か
ら

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
は
な
み
」
と
い
う
語
は
、
あ
る

種
の
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
頻
用

は
、
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
に
よ
っ
て
い
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
ゆ

　
　
の

　
　
（

　
　
表

　
一
方
、
「
つ
く
し
」
の
頻
用
は
、
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
歌
風
の
特
性
の
一

あ
る
地
名
歌
の
増
大
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
み
な
か
」

う
語
の
頻
用
と
と
も
に
、

つくし はなみ

古今詞書 2 1

後撰詞書 3 1

拾遺詞書 7 0

後拾遺詞書 21 10

金葉詞書 4 4

詞花詞書 1 3

千載詞書 1 2

新古今詞書 6 4

とつ
いで



IO

　
　
こ
の
集
の
各
部
の
随
所
に
種
々
の
地
名
を
配
置
し
た
こ
と
は
、
勅
撰
集
た
る

　
　
後
拾
遺
集
に
、
こ
の
国
を
隅
々
ま
で
統
治
す
る
天
皇
の
政
治
性
の
シ
ン
ボ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
と
し
て
の
意
味
合
を
付
与
せ
し
め
て
い
る
、
と
も
考
え
得
る
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
る
よ
う
な
、
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
群
に
つ
い
て
み
て
き
た

が
、
こ
こ
に
は
、
多
く
の
「
詞
書
」
と
共
通
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
詞
書
」
の
基
層

語
的
な
も
の
と
、
撰
者
の
撰
集
意
識
や
時
代
的
制
約
を
背
景
に
し
た
、
あ
る
種
の

時
代
語
的
な
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
四
…
1

　
次
に
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
の
語
種
別
、
晶
詞
別
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る

こ
と
に
す
る
。

　
表
（
7
）
は
、
三
1
1
に
お
い
て
行
っ
た
の
と
同
様
な
方
法
に
よ
る
段
階
分
け
を

「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
行
い
、
各
段
階
ご
と
に
語
種
別
、
品
詞
別
の

所
属
語
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
の
表
（
7
）
を
用
い
、
語
種
別
、
品
詞
別
の
順
に
、
そ
の
使
用
実
態
に

つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
加
え
た
い
。

2

ま
ず
、
語
種
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
は
、

表
（
7
）
に
示
し
た
よ

表（7）

語種別語数 品　　　詞　　　別　　　語　　　数段
　
階 和語 漢語 混種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

1 2 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

2 6 6 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0

3 ！0 9 1 0 6 4 0 0 0 0 0 0 0

4 17 17 0 0 13 3 0 0 1 0 0 0 0

5 33 30 3 0 19 10 2 0 0 2 0 0 0

6 59 52 6 1 33 21 2 0 1 2 0 0 0

7 86 67 18 1 53 23 5 2 3 0 0 0 0

8 142 109 31 2 106 30 3 0 3 0 0 0 0

9 421 341 71 9 289 96 15 8 11 1 1 0 0

10 799 638 139 22 563 169 30 20 14 1 0 1 1

1，575 1，271 269 35 1，085 361 57 30 33 6 1 1 1合
　
計 ％ 80．7 17．1 2．2 68．9 22．9 3．6 1．9 2．1 0．4 0．1 0．1 0．1



「後拾遺和歌集」の「詞書」の語彙について11

う
に
、
和
語
八
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
漢
語
一
七
∴
パ
ー
セ
ン
ト
、
混
種
語

二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
、
か
つ
て
調
査
し
た
他
の
「
詞

　
　
　
　
　
（
2
8
）

書
」
で
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
和
語
に
お
い
て
は
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞

書
」
よ
り
は
低
く
、
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

よ
り
は
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
漢
語
に
お
い
て
は
、
和
語
と

逆
の
関
係
に
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の

語
彙
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
は
、
お
お
む
ね
、
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て

和
語
の
比
率
が
低
下
し
、
漢
語
の
比
率
が
高
ま
る
と
い
う
、
「
詞
書
」
の
語
彙
の

語
種
別
構
成
比
に
お
け
る
一
般
的
傾
向
の
枠
内
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
一
般
の
散
文
に
お
い
て
も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
漢
語
の
比
率
が
高
ま
る
こ

と
が
『
語
い
表
』
の
統
計
か
ら
も
見
て
と
れ
る
が
、
保
守
的
と
考
え
ら
れ
る
和
歌

に
関
わ
る
「
詞
書
」
に
お
い
て
も
、
時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
、

前
述
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

3

　
次
に
、
品
詞
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
の
う
ち
、
異
な
り
語
数
に
お
け
る
名
詞
の
比
率

の
最
も
高
い
作
品
は
、
「
大
鏡
」
の
六
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い
で
「
万
葉
集
」

の
五
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ

は
、
表
（
7
）
に
示
し
た
よ
う
に
六
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
「
大
鏡
」
に
お

け
る
比
率
よ
り
も
高
い
。
ま
た
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞
書
」
に
お
け
る
名
詞
の

（
2
9
）

比
率
と
比
較
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
よ
り
も
相
当
高
く
、
「
古
今
詞
書
」
「
詞
花

詞
書
」
よ
り
多
少
高
い
も
の
の
近
似
し
、
「
拾
遺
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今

詞
書
」
よ
り
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
一
方
、
異
な
り
語
数
に
お
け

る
動
詞
の
比
率
に
関
し
て
み
る
と
、
『
語
い
表
』
所
載
の
ど
の
作
品
よ
り
も
低
く
、

　
　
　
（
3
0
）

他
の
「
詞
書
」
と
の
比
較
で
は
、
名
詞
の
場
合
と
逆
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　
形
容
語
類
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
の
異
な
り
語
数
に
お
け

る
比
率
（
八
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
晶
と

比
較
す
る
と
、
「
万
葉
集
」
よ
り
は
高
い
も
の
の
、
他
の
＝
ご
作
品
よ
り
も
低
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
「
詞
書
」
と
の
比
較
で
は
、
「
後
撰
詞
書
」
に

次
い
で
高
く
、
「
詞
花
詞
書
」
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
一

方
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
（
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
関
し
て
、
他
の

　
（
3
2
）

「
詞
書
」
と
比
較
す
る
と
、
異
な
り
語
数
の
場
合
と
同
様
、
「
後
面
詞
書
」
に
次

い
で
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
か
つ
て
「
後
撰
詞
書
」
に
お
け
る
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の

比
率
の
高
さ
に
注
目
し
、
「
古
今
詞
書
」
と
の
比
較
に
お
い
て
、
「
後
撰
詞
書
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

物
語
的
性
格
の
強
さ
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
形

容
語
調
の
比
率
の
高
さ
も
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
い
っ
た
い
、

こ
の
よ
う
な
形
容
語
類
の
比
率
の
特
異
性
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
，
吐
）

う
か
。
や
は
り
、
説
話
文
学
の
発
展
・
興
隆
と
い
う
時
代
的
背
景
や
、
「
栄
花
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

語
」
や
「
今
昔
物
語
集
」
と
の
共
有
歌
が
多
い
と
い
う
資
料
的
な
問
題
を
踏
ま
え

た
、
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
が
「
詞
書
」
の
散
文
的
傾
向
を
ま
ね
き
、
結
果
的
に

形
容
語
類
の
頻
用
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。



12

　
以
上
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
を
み
て
き
た
が
、

一
般
の
散
文
よ
り
も
名
詞
の
比
率
が
高
く
、
動
詞
の
比
率
が
低
い
と
い
う
、
他
の

「
詞
書
」
と
同
様
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
形
容
語
類
の
使
用

比
率
か
ら
み
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
を
除
く
他
の
「
詞
書
」
よ
り
も
散
文
的
傾
向

が
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
五
…
1

　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
歌
風
・
構
成
・
詞
書
等
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
一
で
も

ふ
れ
た
が
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
性
の
う
ち
、
地
名
歌
の
増
大
、
暦
日
的
排

列
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
、
そ
の
反
映
が
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
み
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

2

　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
歌
風
の
特
性
の
一
つ
と
し
て
、
地
名
歌
の
多
さ
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
三
…
4
で
は
、
「
詞
書
」
に
お
け
る
「
つ
く
し
」
の
頻
用
に
つ
い

て
ふ
れ
た
が
、
以
下
、
歌
風
の
特
性
と
の
関
係
で
特
徴
的
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

「
後
拾
遺
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
地
名
関
係
語
彙
に
つ
い
て
再
度
考
え
た
い
。

　
表
（
8
）
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
、
三
代
集
の
「
詞
書
」
の
そ
れ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

お
け
る
地
名
と
思
わ
れ
る
語
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
、
他
の
「
詞
書
」
と
は

共
通
し
な
い
地
名
と
思
わ
れ
る
語
の
異
な
り
語
数
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
異
な

り
語
数
・
延
べ
語
数
に
対
す
る
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
8
）
か

ら
、
地
名
に
関
す
る
語
彙
の
異
な
り
語
数
で
の
比
率
に
お
い
て
は
、
「
古
今
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
後
拾
遺
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
拾
遺
詞
書
」
の
順
に
、
ま
た
、
延
べ
語
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
比
率
に
お
い
て
も
同
様
な
順
と
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
他
の
「
詞
書
」
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
通
し
な
い
語
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
古
今
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
順
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
地
名
に
関
す
る
語
彙
全
体
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
そ
の
比
率
を
み
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
予
想
し
た
よ
う
な
「
後
拾
遺
詞
書
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
彙
の
特
異
性
は
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
地
名
に
関
す
る
語
彙
の
う
ち
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
そ
の
性
格
が
強
い
と
思
わ
れ
る
国
名
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
語
彙
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
「
詞
書
」
で
使
用
さ
れ
た
国
名
に
関
す

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
み
る
と
、
「
古

6表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
詞
書
」
で
は
一
九
語
、
「
後
置
詞
書
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
二
二
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
で
は
二
二
語
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
で
は
四
一
語
と
な
り
、
地
名
に
関
す
る
語
彙
全
体
で
み
た
場
合

と
か
な
り
様
子
が
違
っ
て
く
る
。
ま
た
、
国
名
に
関
す
る
語
彙
の
う
ち
、
他
の

「
詞
書
」
と
は
共
通
し
な
い
も
の
は
、
「
古
今
詞
書
」
に
三
語
、
「
後
撰
詞
書
」
に

三
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
五
語
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
一
五
語
存
す
る
。
こ
の
結
果

異なり語数 比　率 延べ語数 比　率 非共通語 比　率

古今詞書 90 10．2 173 4．4 34 3．9

後撰詞書 68 5．3 127 1．8 17 1．3

拾遺詞書 110 8．5 202 3．9 46 3．6

後拾遺詞書 149 9．5 374 42 78 5．0



13　「後拾遺和歌集」の「詞書」の語彙について

は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
国
名
に
関
す
る
語
彙
の
使
用
の
特
異
性
を
示
す

も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
前
述
の
、
他
の
「
詞
書
」
と
は
共
通
し
な
い
国
名
を
示
す
語
を
旦
ハ
体
的

に
示
す
と
、

　
1
　
　
「
古
今
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の

　
　
「
か
ふ
ち
（
河
内
）
」
「
し
も
つ
ふ
さ
（
下
総
）
」
「
た
ち
ま
（
但
馬
）
」

　
1
1
　
　
「
後
撰
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の

　
　
「
あ
は
ち
（
淡
路
）
」
「
い
な
ば
（
因
幡
）
」
「
と
さ
（
土
佐
）
」

　
m
　
　
「
拾
遺
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の

　
　
「
い
は
み
（
石
見
）
」
「
お
ほ
す
み
（
大
隅
）
」
「
か
つ
さ
（
上
総
）
」
「
ひ
ぜ
ん

　
　
（
肥
前
）
」
「
ぶ
ぜ
ん
（
豊
前
）
」

　
V

の
よ
う
に
な
る
。

れ
て
い
る
語
が
、

非
常
に
広
範
囲
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
地
名
に
関
す
る
語
彙
を
み
て
き
た
が
、

名
に
関
す
る
語
彙
の
使
用
に
は
、
他
の
「
詞
書
」

1
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の

　
「
い
が
（
伊
賀
）
」
「
い
つ
も
（
出
雲
）
」
「
い
よ
（
伊
予
）
」
「
き
い
（
紀
伊
）
」

　
「
す
は
う
（
周
防
）
」
「
た
ん
ご
（
丹
後
）
」
「
た
ん
ぱ
（
丹
波
）
」
「
ち
く
ご

　
（
筑
後
）
」
「
ち
く
ぜ
ん
（
筑
前
）
」
「
な
が
と
（
長
門
）
」
「
の
と
（
能
登
）
」

　
「
び
ぜ
ん
（
備
前
）
」
「
び
つ
ち
ゆ
う
（
備
中
）
」
「
ゑ
ち
ぜ
ん
（
越
前
）
」
「
を

　
は
り
（
尾
張
）
」

　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
み
れ
ば
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
単
独
で
使
用
さ

　
　
　
　
　
　
東
海
道
・
北
陸
道
・
山
陽
道
・
山
陰
道
・
南
海
道
・
西
海
道
と
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
国

に
は
な
い
多
さ
と
広
さ
が
存
し
、

こ
の
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
3

　
次
に
、
暦
日
関
係
の
語
彙
に
つ
い
て
み
る
。

　
表
（
9
）
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
、
そ
れ
に
先
行
す
る
三
代
集
の
「
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

書
」
の
語
彙
と
に
お
け
る
暦
日
関
係
語
彙
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　
表
（
9
）
を
み
る
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
数
値
は
、
異
な
り
語
数
で
三

三
語
と
、
最
も
少
な
い
「
古
今
詞
書
」
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
各
「
詞
書
」
の
異
な
り
語
数
に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
、
「
古
今
詞
書
」

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
後
撰
詞
書
」
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
拾
遺
詞
書
」
二
・

一
パ
！
セ
ン
ト
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
繰
後
拾
遺
詞

書
」
で
の
使
用
は
、
必
ず
し
も
特
徴
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
、
暦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
異
な
り
語
の
絶
対
数
が
少
な
い
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
然
の
帰
結
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
暦
日
関
係
語
彙
の
延
べ
語
数
の
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
詞
書
」
の
延
べ
語
数
に
対
す
る
比
率
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
は
二
・
一
パ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
と
な
り
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
号
詞
書
」
「
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
詞
書
」
で
の
同
様
な
値
○
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

ω一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
　
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
当
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

異なり語数 延べ語数

古今詞書 16 36

後景詞書 19 82

拾遺詞書 27 76

後拾遺詞書 33 187
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次
に
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
使
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

れ
た
「
月
」
を
示
す
「
む
つ
き
」
か
ら
「
し
は
す
」
ま
で
の
延
べ
語
数
を
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
一
八
語
、
五
一
語
、
四
二
語
、
一
＝
二
語
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
と

各
歌
集
に
お
け
る
歌
数
と
の
関
係
を
み
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
で
は
六
一
・
七
首

に
一
語
の
割
で
「
月
」
を
示
す
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
後
拾
遺
詞

書
」
に
お
い
て
は
、
約
六
倍
に
当
た
る
一
〇
・
八
首
に
一
語
の
割
で
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
「
む
つ
き
」
か
ら

「
し
は
す
」
ま
で
の
す
べ
て
の
使
用
例
が
あ
る
の
に
対
し
、
「
古
今
詞
書
」
に
は

「
き
さ
ら
ぎ
（
二
月
）
」
「
さ
つ
き
（
五
月
）
」
「
は
づ
き
（
八
月
）
」
「
か
む
な
づ
き

（
十
月
）
」
「
し
も
つ
き
（
十
一
月
）
」
、
「
後
撰
詞
書
」
に
は
「
き
さ
ら
ぎ
」
「
し
も

つ
き
」
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
は
「
き
さ
ら
ぎ
」
「
み
な
づ
き
（
六
月
）
」
「
し
も
つ
き
」

の
使
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
以
上
、
暦
日
関
係
語
彙
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
み
て
き
た
。

　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
和
歌
の
暦
日
的
排
列
に
つ
い
て
、
川
村
晃
生
氏
は
、

　
　
広
く
言
え
ば
文
学
（
に
お
け
る
季
節
）
と
現
実
（
に
お
け
る
暦
日
上
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
　
サ
イ
ク
ル
）
と
の
食
い
違
い
を
解
消
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
の
結
果
、
「
後
拾
遺
詞
書
」

に
お
い
て
暦
日
関
係
語
彙
が
頻
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
六

　
西
端
幸
雄
氏
は
、
八
代
集
に
つ
い
て
、
そ
の
各
歌
集
の
和
歌
に
お
け
る
使
用
語

彙
を
精
査
さ
れ
た
結
果
、
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
に
歌
風
の
転
換
点
が
あ
る
と
す
る

一
般
的
な
考
え
方
に
対
し
て
、

　
　
八
代
集
を
、
語
彙
史
の
面
か
ら
見
る
と
、
『
拾
遺
集
』
に
大
き
な
転
換
点
が

　
　
（
4
0
）

　
　
あ
る

と
さ
れ
た
。

　
勅
撰
集
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
撰
者
の
撰
集
意
識
が
色
濃
く
反
映
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
4
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詞
書
が
「
撰
者
の
、
読
者
に
対
す
る
享
受
の
指
示
」
で
あ

る
以
上
、
「
詞
書
」
に
は
、
歌
風
の
転
換
の
反
映
が
み
う
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。　

以
下
、
西
端
氏
の
よ
う
な
と
ら
え
方
が
「
詞
書
」
の
語
彙
に
関
し
て
も
言
え
る

か
ど
う
か
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙

を
用
い
、
い
さ
さ
か
考
え
た
い
。

　
ま
ず
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
初
出
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
古
今
詞
書
」
を
除
く
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
初
出
語
は
、
七
九
四
語
、
六
七

〇
語
、
六
八
三
語
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
り
語
数
に
対
す
る

比
率
で
み
る
と
、
六
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
二
∴
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
三
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
数
値
か
ら
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
に
お
け
る
初
出

語
の
比
率
が
非
常
に
高
く
、
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
の
特
異
性
が
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
数
値
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
詞
書
」
に
使
用

さ
れ
や
す
い
語
の
多
く
が
、
前
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
初
出
語
と
さ
れ
る
の
で
、

後
の
「
詞
書
」
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
初
出
語
は
限
定
さ
れ
、
こ
の
点
か
ら
考
え

れ
ば
、
前
述
の
数
値
は
当
然
の
帰
結
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
あ
る
「
詞
書
」
が
、
そ
の
直
前
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
ど
の
程
度
共
通
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す
る
か
を
み
る
と
、
「
鶴
翼
詞
書
」
は
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
は
五
四
一
語
、
「
後
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
詞
書
」
は
六
三
三
語
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
各
「
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
異
な
り
語
数
の
、
そ
れ
ぞ
れ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
二
・
○
パ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
、
四
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
水
谷
静
夫
氏
が
示
さ
れ
た
類
似

0
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
レ
を
計
算
す
る
と
、
表
（
1
0
）
の
よ
う
に
な

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
こ
の
表
（
1
0
）
か
ら
、
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
と
「
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類

似
度
レ
は
○
・
七
九
八
と
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ

と
の
類
似
度
U
O
・
八
｝
○
よ
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
い
て
も
、
和
歌
の
語

彙
と
同
様
に
、
「
拾
遺
和
歌
集
」
あ
た
り
が
転
換
点
に
な
る
と
考
え
ら
れ
な
く
は

な
い
が
、
な
お
検
討
の
余
地
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　
な
お
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類
似
度
n
と
、

「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
と
「
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類
似
度
レ
と
の
差
が
、
前

述
の
よ
う
に
わ
ず
か
で
あ
る
点
に
は
、
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
四

一
3
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙

と
に
共
通
す
る
散
文
的
性
格
が
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
の

後拾遺 拾　遺 後　撰 古　今

古　今 G，771 0，759 0，818

後　撰 0，824 0，798

拾　遺 0，810

後拾遺

語
彙
と
の
類
似
度
U
を
低
い
も
の
と
し
、
結
果
的
に
、
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
と

「
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類
似
度
ぴ
と
似
た
よ
う
な
数
値
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。　

　
七

　
以
上
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
そ
の

使
用
実
態
を
み
て
き
た
が
、
そ
の
要
点
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
と
し

た
い
。

　
1
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
一
五
七
五
語
、
九
〇
〇
四
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
五
・
七

　
　
二
と
な
る
。

　
2
　
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語
を
基
幹
語
と
す
る

　
　
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
そ
れ
は
、
異
な
り
語
数
で
一
八
七
語
、
延
べ
語
数

　
　
で
六
〇
七
一
語
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
六
〇
七
一
語
は
、
全
延
べ
語
数
の
六

　
　
七
・
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

　
3
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
は
、
「
さ
き
」
や
「
こ
ろ
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
こ
れ
ら
は
、
二
、
三
期
の
詠
者
の
重
視
や
、
書
式
の
統
一
・
整
備
と
い
う
、

　
　
撰
者
通
俊
の
撰
集
態
度
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
4
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は

　
　
共
通
し
な
い
語
群
に
は
、
和
歌
関
係
の
「
う
た
あ
は
せ
」
「
か
き
つ
く
」
「
だ

　
　
い
」
「
む
す
び
つ
く
」
等
を
は
じ
め
と
す
る
、
他
の
多
く
の
「
詞
書
」
の
同

　
　
得
な
語
群
と
共
通
す
る
、
「
詞
書
」
の
基
層
語
的
な
も
の
と
、
撰
者
の
撰
集
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意
識
に
よ
る
「
は
な
み
」
「
つ
く
し
」
，
等
や
、
時
代
的
制
約
を
背
景
に
し
た

　
「
い
ち
で
う
み
ん
」
「
え
い
し
ょ
う
」
等
、
あ
る
種
の
時
代
語
的
な
も
の
と

　
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

5
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
は
、
語
種
別
構
成
比
か
ら
み
る
と
、
お
お
む
ね
、

　
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て
和
語
の
比
率
が
低
下
し
、
漢
語
の
比
率
が
高

　
ま
る
と
い
う
、
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
一
般
的
傾
向
の
枠
内
に
あ
る
。

6
　
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
形
容
野
守
の
比
率
の
高
さ
は
、
時
代

　
的
背
景
や
資
料
的
な
問
題
を
踏
ま
え
た
、
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
に
よ
る

　
「
詞
書
の
長
文
化
」
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。

7
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
国
名
に
関
す
る
語
彙
の
使
用
に
は
、
他
の

　
「
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
に
は
な
い
広
さ
と
多
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
「
月
」

　
を
示
す
語
彙
も
、
歌
数
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
他
の
「
詞
書
」
よ
り
も
頻

　
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

　
特
徴
的
な
使
用
は
、
撰
者
通
俊
の
撰
集
意
識
の
結
果
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

8
　
語
彙
史
の
面
か
ら
み
た
場
合
、
「
拾
遺
和
歌
集
」
に
、
そ
の
転
換
点
が
あ

　
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
い
て
も
、
初
出
語

　
や
類
似
度
n
の
結
果
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
が
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
な
お
検

　
討
の
余
地
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　　　　ロ

21注）　）　一

『
和
歌
大
辞
典
』
（
昭
和
六
一
年
三
月
、
明
治
書
院
）
三
三
五
頁
。

川
村
晃
生
氏
校
注
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
平
成
三
年
三
月
、
和
泉
書
院
）

解

　
　
題
、
一
〇
頁
。

（
3
）
　
久
保
田
淳
氏
「
勅
撰
集
と
私
家
集
一
平
安
後
期
の
場
合
i
」
（
『
和
歌
文
学
研

　
究
』
二
五
号
、
昭
和
四
四
年
一
二
月
）
、
実
川
恵
子
氏
「
『
後
拾
遺
集
』
の
詞
書

　
　
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
芸
論
叢
』
一
四
号
、
昭
和
五
三
年
三
月
）
、
武
田
早
苗
氏

　
　
「
後
拾
遺
集
の
詞
書
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
古
文
学
』
三
九
号
、
昭
和
六
二
年
五

　
　
月
）
、
実
川
恵
子
氏
「
後
拾
遺
集
『
題
し
ら
ず
』
歌
の
二
、
三
の
問
題
」
（
『
文

　
　
芸
論
叢
』
一
七
号
、
昭
和
五
六
年
三
月
）
、
武
内
は
る
恵
氏
「
『
後
拾
遺
和
歌

　
　
集
』
の
『
題
不
知
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
五
五
号
、
昭
和
六
二

　
　
年
一
一
月
遅
、
井
上
宗
雄
氏
「
再
び
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
」
（
『
立
教
大

　
　
学
日
本
文
学
』
三
九
号
、
昭
和
五
二
年
一
二
月
）
、
百
目
鬼
恭
三
郎
氏
「
後
拾

　
　
遺
時
代
に
お
け
る
歌
枕
の
創
出
」
（
『
共
立
女
子
短
大
文
科
紀
要
』
二
九
号
、
昭

　
　
和
六
一
年
二
月
）
、
実
川
恵
子
氏
「
後
拾
遺
集
『
名
所
歌
』
小
考
」
（
『
文
芸
論

　
　
叢
』
二
八
号
、
平
成
四
年
三
月
）
、
川
村
晃
生
氏
「
『
後
拾
遺
集
』
巻
頭
歌
群
を

　
　
め
ぐ
っ
て
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
四
二
号
、
昭
和
五
五
年
四
月
）
、
武
田
早
苗

　
　
氏
「
後
拾
遺
和
歌
集
の
四
季
部
・
戸
部
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
『
横
浜
国
大
国
語

　
　
研
究
』
二
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
）
、
川
村
晃
生
氏
「
和
歌
と
漢
詩
文
－
後
拾

　
　
遺
時
代
の
諸
相
i
」
（
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
1
』
和
漢
比
較
文
学
叢
書
3
、
昭

　
　
和
六
一
年
一
〇
月
、
汲
古
書
院
）
、
そ
の
他
。

（
4
）
　
以
下
、
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
合
は
、
宮
島
達
夫
・
中
野

　
　
洋
・
鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
下
編
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ
び
使

　
　
用
法
』
（
平
成
元
年
九
月
、
隠
事
書
院
）
に
よ
る
。

（
5
）
　
た
だ
し
、
私
意
に
よ
り
読
み
を
改
め
た
用
例
が
あ
る
。

（
6
）
　
拙
稿
a
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
七

　
　
号
、
昭
和
五
八
年
三
コ
口
、
拙
稿
b
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に

　
　
つ
い
て
」
（
『
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
昭
和
六
三
年
一
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○
月
、
桜
楓
社
）
、
拙
稿
。
「
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い

　
　
て
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
巻
一
号
、
平
成
三
年
一
月
）
。

　
以
下
、
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関

　
　
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。
た
だ
し
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て

　
　
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数

　
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
7
）
　
歌
数
に
関
し
て
は
、
後
記
す
る
各
索
引
の
底
本
の
歌
数
に
よ
っ
た
。

　
　
使
用
し
た
索
引
は
、
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
氏
編
『
古
今
下
総
索
引
』
（
昭

　
和
三
三
年
九
月
、
明
治
書
院
。
底
本
は
、
貞
応
二
年
本
）
、
大
阪
女
子
大
学
国

　
文
学
研
究
室
編
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
〇
年
＝
一
月
、
大
阪
女
子

　
　
大
学
。
底
本
は
、
高
松
宮
家
蔵
天
福
二
年
本
）
、
片
桐
洋
一
氏
編
『
拾
遺
和
歌

　
集
の
研
究
　
索
引
篇
』
（
昭
和
五
一
年
九
月
、
大
学
堂
書
店
。
底
本
は
、
天
福

　
　
元
年
定
家
書
写
本
臨
模
中
院
通
茂
筆
本
）
。
な
お
、
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
に
関
し

　
　
て
は
、
既
述
、
西
端
氏
二
面
に
よ
っ
た
。

（
8
）
　
（
3
）
実
川
氏
論
文
（
『
文
芸
論
叢
』
一
四
号
）
、
武
田
氏
論
文
（
『
中
古
文
学
』

　
　
三
九
号
）
、
そ
の
他

（
9
）
　
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
、
明
治
書
院
）
八

　
　
四
頁
。

（
1
0
）
　
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
『
国
語

　
　
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
＝
］
月
）
。

（
！
！
）
　
拙
稿
d
「
『
千
載
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学

　
　
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
九
巻
一
号
、
平
成
四
年
一
月
）
、
拙
稿
e
「
『
新
古
今

　
　
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
九
号
、
昭
和
六

　
　
〇
年
三
月
）
。
以
下
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

　
　
れ
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。
た
だ
し
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範

　
　
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
拙
稿
f
「
『
詞
花
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学

　
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
一
〇
巻
一
号
、
平
成
五
年
一
月
）
。
以
下
、
「
詞
花
詞

　
書
」
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。
た
だ
し
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て

　
　
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数

　
　
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
！
3
）
　
傍
線
筆
者
、
引
用
の
後
の
（
）
内
の
数
字
は
歌
番
号
。
以
下
同
じ
。

（
1
4
）
　
上
野
早
咲
『
後
拾
遺
集
前
後
』
（
昭
和
五
一
年
四
月
、
笠
間
書
院
）
第
七
章

　
　
「
後
拾
遺
集
の
歌
風
」
五
二
二
～
五
二
四
頁
。

（
1
5
）
　
（
1
4
）
同
書
、
五
二
七
頁
。

（
1
6
）
　
武
田
早
苗
氏
は
「
『
後
拾
遺
集
』
詞
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
相
模
国
文
』

　
　
一
八
号
、
平
成
三
年
三
月
半
に
お
い
て
、
「
作
者
表
記
や
詞
書
中
の
人
名
、
ま

　
　
た
先
に
取
り
上
げ
た
詞
書
記
載
に
お
い
て
も
か
な
り
根
源
的
な
整
備
・
統
一
の

　
　
意
図
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
後
拾
遺
集
の
本
性
、
そ
の

　
　
和
歌
観
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
と
深
く
関
連
し
て
い
る
故
で
は
な
い
だ
ろ
う

　
　
か
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
調
査
は
し
て
い
な
い

　
　
が
、
増
田
繁
夫
・
居
安
稔
恵
・
柴
崎
陽
子
・
寺
内
純
子
氏
編
『
金
葉
和
歌
集
総

　
　
索
引
　
本
文
・
索
引
』
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
、
清
文
堂
）
に
よ
れ
ば
、
「
こ

　
　
ろ
」
は
三
五
例
、
「
と
き
」
は
六
四
例
あ
る
。
こ
の
数
値
か
ら
し
て
も
、
「
後
拾

　
　
遺
詞
書
」
で
は
「
こ
ろ
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
1
8
）
　
例
外
と
思
わ
れ
る
も
の
の
歌
番
号
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
二
）
（
四
五
六
）
（
五
四
八
）
（
六
九
二
）
（
七
三
二
）
（
七
三
四
）
（
七
六
四
）

　
　
（
八
四
五
）
（
一
〇
一
九
）
（
一
一
〇
七
）
（
一
一
三
八
）
（
一
一
六
四
）

（
1
9
）
　
本
文
は
、
片
桐
洋
一
氏
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
　
校
本
篇
・
伝
本
研
究
篇
』
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（
昭
和
四
五
年
一
二
月
、
大
学
堂
書
店
）
に
よ
る
。
傍
線
筆
者
、
引
用
の
後
の

　
　
（
）
内
の
数
字
は
歌
番
号
。
以
下
同
じ
。

（
2
0
）
　
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
表
現
の
統
一
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄

　
　
氏
（
3
）
論
文
、
室
達
志
氏
「
勅
撰
集
の
詞
書
の
研
究
『
後
拾
遺
集
』
か
ら
『
千

　
　
心
意
』
ま
で
」
（
『
国
語
国
文
学
科
研
究
論
文
集
』
二
七
号
、
昭
和
五
七
年
三

　
　
月
）
、
武
田
早
苗
氏
（
1
6
）
論
文
、
同
「
『
後
拾
遺
集
』
作
者
表
記
に
つ
い
て
の
一

　
　
考
察
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
六
四
号
、
平
成
四
年
一
一
月
）
等
で
詳
述
さ
れ
て

　
　
い
る
。

（
2
1
）
　
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
（
1
7
）
書
に
よ
り
度
数
を
数
え

　
　
た
。
な
お
、
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
基
幹
語
彙
に
つ

　
　
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
「
す
ぐ
」
は
基
幹
語
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
2
2
）
　
心
話
中
で
の
用
例
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
を
前
述
の
よ
う
に
と
ら
え

　
　
る
と
、
一
〇
嫁
す
べ
て
が
会
話
・
書
簡
・
心
話
で
の
使
用
例
と
な
る
。

（
2
3
）
　
（
3
）
武
田
氏
論
文
（
『
中
古
文
学
』
三
九
号
）
。

（
2
4
）
　
た
と
え
ば
、
例
1
1
の
歌
に
関
し
て
、
「
伊
勢
大
輔
集
1
」
（
『
私
家
集
大
成

　
　
中
古
1
1
』
昭
和
五
〇
年
五
月
、
明
治
書
院
）
を
み
る
と
、
当
該
部
分
の
詞
書
は
、

　
　
　
　
あ
ら
た
ま
の
と
し
も
わ
か
な
も
つ
む
人
は
　
う
つ
ゑ
つ
き
て
や
の
へ
に
い

　
　
　
　
つ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
返

　
　
　
　
う
つ
ゑ
つ
き
つ
ま
〉
ほ
し
き
を
た
ま
さ
か
に
　
君
と
ふ
日
の
〉
わ
か
な
〉

　
　
　
　
り
ナ
・
り

　
　
の
よ
う
に
「
返
」
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
し
て
も
、

　
　
「
け
ふ
」
の
使
用
が
撰
者
の
撰
集
意
識
と
関
係
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
5
）
　
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
（
1
7
）
書
に
よ
り
度
数
を
数
え

　
　
た
。

表（A）

和　　曼五　　口口

漢　語 混　種

古今詞書 88．8 10．2 1．0

後節詞書 87．9 10．7 1．4

拾遺詞書 77．3 20．0 2．6

詞花詞書 78．6 19．1 2．4

千載詞書 67．9 29．4 2．8

新古今詞書 70．7 26．5 2．8

表（B）表（C）

名　詞 動　詞

古今詞書 68．1 24．7

後期詞書 59．4 31．0

拾遺詞書 74．0 20．4

詞花詞書 66．9 24．7

千載詞書 73．5 19．2

新古今詞書 71．9 20．2

異なり 延　べ

古今詞書 6．7 5．4

後撰詞書 9．2 7．9

拾遺詞書 5．2 3．9

詞花詞書 7．9 4．9

千載詞書 6．0 3．4

新古今詞書 62 3．4

（
2
6
）
　
（
3
）
久
保
田
氏
論
文
。

（
2
7
）
　
（
2
）
同
書
、
解
題
、
一
七
頁
。

（
2
8
）
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
和
語
・
漢
語
・
混
種
語
の
異
な
り
語
数
で
の
語
種
別

　
　
比
率
は
、
表
（
A
）
の
よ
う
に
な
る
。

（
2
9
）
（
3
0
）
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
名
詞
・
動
詞
の
異
な
り
語
数
で
の
比
率
は
、
表

　
　
（
B
）
の
よ
う
に
な
る
。

（
3
1
）
（
3
2
）
各
「
詞
書
」
の
形
容
語
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
比
率
は
、
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表
（
C
）
の
よ
う
に
な
る
。

（
3
3
）
　
（
6
）
拙
稿
1
3
。

（
3
4
）
　
（
3
＞
武
田
氏
論
文
（
『
中
古
文
学
』
三
九
号
）
参
照
。

（
3
5
）
　
（
1
4
）
同
書
に
よ
れ
ば
、
「
栄
花
物
語
」
と
の
共
有
歌
は
七
一
首
（
四
四
二

　
　
頁
）
、
「
今
昔
物
語
集
」
と
の
共
有
歌
は
二
八
首
（
四
五
〇
頁
）
で
あ
る
。

（
3
6
）
　
こ
こ
で
は
、

　
　
　
正
月
七
日
、
周
防
内
侍
の
も
の
へ
っ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
（
三
七
）

　
　
　
　
三
条
太
政
大
臣
左
右
を
か
た
わ
き
て
、
前
栽
う
ゑ
は
べ
り
て
、
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
一
）

　
　
の
よ
う
な
「
す
は
う
」
「
さ
ん
で
う
」
も
地
名
扱
い
し
て
い
る
。

（
3
7
）
　
こ
こ
で
は
、

　
　
　
　
二
月
十
五
夜
月
あ
か
く
挫
け
る
に
、
大
江
寒
国
が
許
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
八
三
）

　
　
の
「
じ
ふ
ご
や
」
の
よ
う
な
例
、
「
後
撰
詞
書
」
に
お
け
る
「
し
ご
ぐ
わ
っ

　
　
（
四
五
月
）
」
の
よ
う
な
例
も
、
そ
の
対
象
と
し
た
。

（
3
8
）
　
こ
こ
で
は
、
「
う
る
ふ
や
よ
か
（
閏
三
月
）
」
「
く
ぐ
わ
っ
じ
ん
（
九
月
尽
）
」

　
　
の
よ
う
な
用
例
は
除
外
し
た
。

（
3
9
）
　
（
3
）
川
村
氏
論
文
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
四
二
号
）
。

（
4
0
）
　
「
語
彙
史
の
立
場
か
ら
見
た
『
拾
遺
和
歌
集
』
一
使
用
語
句
の
性
格
を
統
計

　
　
的
に
見
る
一
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
十
四
』
平
成
六
年
八
月
、
和
泉
書

　
　
院
）
。

（
4
！
）
　
井
上
宗
雄
氏
「
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
に
つ
い
て
i
主
と
し
て
後
拾
遺
集
～
新

　
　
勅
撰
集
の
場
合
1
」
（
『
平
安
朝
文
学
研
究
』
復
刊
一
号
、
昭
和
五
六
年
七
月
）
。

（
4
2
）
　
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』
『
上
海
帰
り
の

　
　
リ
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」
（
『
計
量
国
語
学
』
一
二
巻
四
号
、
昭
和
五
五
年
三

　
　
月
）
、
『
数
理
言
語
学
』
（
昭
和
五
七
年
一
月
、
培
風
館
）
第
三
章
「
用
語
の
類

　
　
似
度
」
、
『
語
彙
』
（
朝
倉
日
本
語
新
講
座
2
、
昭
和
五
八
年
四
月
、
朝
倉
書
店
）

　
　
第
五
章
第
四
節
「
数
量
化
W
類
に
よ
る
作
品
解
析
」
、
そ
の
他
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
）
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（
資
料
）
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙

二　二　ニニ　ニ 霊二ニー　　宅一一一一一一一
11贋

ﾊ七六　五　四 蓋一〇九　　孟六五四三ニー〇九八七 六　五　四 三三　』二
一

う　ひ　の　つ　は か　こ　あ　う　こ　き　い　み　こ　は　と　と　ま　だ　し　を　す も　ひ つ　　い よ

た　と　ち　き　な へ　と　り　た　ろ　く　へ　る　こ　べ　こ　き　か　い　る　ん と　と か　ふ む 単
び し　　　　あ　　　　　　　　ろ　り　う　　　る　　　　な は

と は す

せ 語

歌人後　月　二返事有煮頃聞家見回侍所丁丁題知女為 元　人 二言 読

人 合　　　　　　　　　　　　　　　　　領 本
下

詠

一一一一一
一　一　一　二 二五

五五五五五五六六六七七七八八九九〇〇一二三四 七　七一 三　八
度
数

三　四　五　七　八 八二三八三三七五六二三〇二三五七 六　五　六 九　四〇

五　　　　　　男　　翼四四　　璽四四三　　　　毛三　　　　三三三　　　　二
O　　　　　　孟　　　孟　五四　　　画一〇　九　　　　　盛　六　　　　　四　ニ　一　　　　　九　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧

順
位

と　お　み　み　か　お　な　く　み　か　び　お　く　か　か　　　だ　く　よ　ま　ま　さ　な　も　を　ひ　あ
ｵ　と　ち　　　の　な　し　　や　へや　も　だ　へ　み　　　い　に　　　ゐ　た　き　る　の　と　　　そ
@　　　　じ　　　　　　　り　う　ふ　る　る　　　だ　じ　　　　　る　　　　　　　　こ　　　ん
@　　　　　　　　こ　ぶ　　　　　　　　い　や
@　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　じ　う

@　　　　　　　　　　　　　ん

単
語

年二道身二二無来宮丁丁舌下町上　　下国夜参又先成物男　日　朝
@　　　　　　　　言風　　　　　　守大政　　　　　　　　前為　者　　　　　臣

@　　　　　　　　　　　　　臣

二二二二二二ニニ三三三三三三三　四　　　四　四　四　四　四　四　五五五五
Z六七七七七八八一二三三六七九〇　　〇一七七七九〇二二二

度
数

八 茜　　　　七　　　　　　　　　査　　　　六 悪五
順
位

一 或　　　　O　　　　　　　　　煮　　　　一 孟　五

こ　か　ま ま　ひ　な　か　お　つ　す　し　ゆ　や　う　う　う　あ　た　か　い　ほ だ　こ お　あ　ふ
れ　き　つ か　さ　ぬ　く　も　く　む　の　き　ま　へ　ぢ　ち　ふ　て　は　ひ　ど い　の こ　き　る 単
い　　つ り　し　か　　　ひ　し　　　ぶ　　　　　　　　　　　　ま　る　つ り す

ぜ　く く　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　か
ゐ い だ　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　は 語

ん る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

後書松 罷久七書思地住偲雪　山上地内　合方唐言程 内此 遣秋降
泉
院

冷付 下　　　日　描出名　　忍　　　　　　名　　逢　　代遣 裏

一 一一 一　一　一　一　一　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二 二　二 こ1二　二
十

八 八　九 九九九九九一一一二二二二二二三三三　四 四　四 四　五　六
数

歪　茜　　　　釜 順
位

ふ　と’た　く　か　か　か　お　う　い　あ　か　え　い　ゑ　む　ま　ま　は　の　ち　さ　よ　や　ふ　な　ぞ
ﾝ　ふ　つ　ら　よ　た　た　く　す　ひ　か　く　い　つ　　　す　う　う　る　ぼ　ゆ　く　し　ま　み　か　の
@　　う　ふ　ら　　　る　　　お　し　　　し　　　　め　で　す　　　る　う　ら　　　ざ　つ
@　　ど　　　ふ　　　　　　　ご　　　　　よ　　　　　　　く　　　　　　　な　　　　　と　き

@　　　　　　　す　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　ご

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

単
語

二二立蔵通語方後失言二二年三絵娘詣　申春上中桜由　山七　中其
@問　　　人　　　　　　遅　　　遣赤　　　号　　　　　　来　　　　　　納　　　　里　月　仲

@　　　　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　言

＿　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　｝　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一

ﾜ五五五五五五五五五五六六六七七七七七七七七八八八八八

度
数
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董　　　　　　≡　　　　蓬 順
位

む　み　に　す　　　じ　う　を　わ　よ　も　に　と　つ　つ　く　き　あ　よ　み　は　な　ち　さ　あ　あ　よ　ま
つ　ち　ね　み　　や　だ　の　た　　　み　ふ　る　と　く　る　く　し　ね　こ　づ　く　ち　つ　る　め　の　つ 単

き　の　ん　よ　も　う　い　こ　る　　　ぢ　だ　　　め　　　ま　　　た　ん　　　き　な　　　き　　　　　な　り
く　　　し　ん　と　じ　　　　　　　　　う　　　て　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　か
に　　　　　ゐ　う　ん

@　　ん
語

一陸二地　　上右男渡世紅入取早付車菊朝四御八無父五或雨世祭月　奥年名　門　東大　　　　　代葉道　　　朝着　　　　　　年子　月　　　　月　　　　　中
国　　　　院　　臣

＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　｝

�����@　二三三三三三三三三三三三四四　四四　四四四四五五

度
数

董i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡： 順
黒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

ﾜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五

位

や　も　む　は　な　と　せ　け　か　お　お　お　う　う　い　い　ゐ　や　ほ　は　ね　な　と　と　さ　さ　か　い　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

ま　て　す　な　い　も　う　ふ　むや　も　と　ら　め　ま　と　な　よ　と　じ　　く　ほ　う　だ　いれっ 単
で　あ　び　み　し　　　し　　　な　　　し　つ　む　　　　　　か　ひ　と　め　　　　　し　ぐ　よ　ゐ　が　か
ら　そ　つ　　　　　　　や　　　づ　　　ろ　る　　　　　　　　　　　　　ぎ　て　　　　　　　う　り　ん　れ

ぶ　く　　　　　　う　　　き　　　し　　　　　　　　　　　　　す 語

山弄結花　内　供少量十親面下々梅今甚　田三時始子泣遠春人斎砂五
寺　　　付　見侍伴将　日　月　　　白　　　　　　　　　　長月　鳥　　　　鳴　　　宮名　院離　日

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Z〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一一一一一一一一一一一一
度
数

毛 順

署 位

を　ゐ　わ　む　み　み　は　の　に　と　つ　ち　た　す　ご　こ　こ　く　き　か　い　い　い　い　い　あ
さ　ん　つ　か　ゆ　づ　ら　る　よ　し　か　る　の　ぐ　ら　も　　　わ　さ　く　ひ　ち　だ　た　か　ふ 単

な　　　ら　し　　　　か　　　う　ご　ひ　　　む　　　ん　る　　　ん　ら　る　わ　で　す　し　が　ぎ
し　　　ふ　　　　　　ら　　　ご　ろ　　　　　　　　ず　　　　ぱ　ぎ　　た　う

く　　　　る　ゐ

@　　　ん
語

無難煩早見水同乗女男使散々過御和子関二隠言一　出甚如扇胞　　　御　頃　　　　　　　　覧　　　　　白　月　　　渡　条　　　　　何

@　　　　　　　　　　　　　院

九　九　九　九九九九九九九九九九九　九九九九九九九九九九九　九

度
数


